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あらまし：災害をより身近に感じてもらうことを目指し，フィールドワーク学習を前提とした広島豪雨の

被災状況を現地で体験できる災害学習アプリを開発して，機能を有する有効性を検証した．状況を重ね合

わせて比較する機能や，潜在的危険を示す注目ポイントなどを表示するシステムを用いて複数箇所で実験

を行った結果，災害に対する意識の向上が見られた．また，少なくとも 1 箇所では，学習者が主体的な学

習を行えることが確認できた． 
キーワード： 災害学習，広島豪雨，フィールドワーク 

 
1. はじめに 
近年は自然災害が多発しており，平成 30 年 7 月豪

雨や令和元年東日本台風（台風第 19 号）に伴う豪雨

災害などが記憶に新しい*[1]．豪雨の被害が大きくな

る原因に人為的な要因があり，課題として「気象庁

が伝えたい危機感が，住民等に十分に感じてもらえ

ていない」などが挙げられている．災害学習の研究

に，宮城県「石巻津波伝承 AR」アプリがあり*[2]，

このアプリを用いた「防災まちあるき」の実践事例

は，ICT を活用した体験型震災学習プログラムとし

ての有効性を示している．広島県においては，ICT
を活用した災害学習がいくつか研究されてはいるが，

フィールドワーク学習を前提とした研究開発は少な

い． 
本研究の目的は，フィールドワーク学習を前提と

した，広島豪雨の被災状況を現地で比較できる災害

学習システムを開発することである．気軽に誰にで

も使えるようにスマートフォンのカメラでディスプ

レイに表示される被災時の画像と現在を比較するこ

とで広島豪雨の被災状況を体験できるようにする．

そして，災害をより身近に感じることができるよう

にすることを目指す． 
 

2. システム概要 
提案システムは，フィールドワーク学習を前提に

開発した．図 1 にシステム画面例，図 2 に注目ポイ

ントの解説例を示す．広島豪雨の被災地に赴き，シ

ステムを用いて被災状況の画像と現地を比較しなが

ら自分の目で被災の惨状や起こりうる危険を観察す

ることにより，学習者は当時の災害を想像すること

ができる．自らの想像で擬似的に災害を体験するこ

とにより，学習者の災害に対する意識がより身近に

なることを補助するために，システムには後述の画 

 
像比較と注目ポイントの機能を実装した． 

図 1(a)のように，画像比較を行う際は，学習者は

現地で画面越しに被災状況の画像を重ね合わせなが

ら比較する．この際，画像の透過度や色味を変更し

て比較しやすくすることができる．また，画像と同

時にディスプレイ下部に被害概要も表示される．さ

らに，図 1(b)のように表示切り替えボタンを押して，

表示切り替えを行うと注目ポイントボタンが被災状

況の画像上に配置され，被害概要が注目ポイントの

説明に切り替わる．配置された注目ポイントボタン

を押すと図 2 のような，それぞれの注目ポイントに

ついての解説が表示される．この注目ポイントとは，

潜在的な危険箇所などのことを指す．図 1(b)では，2
つの注目ポイントボタンが配置されており，図 2 の

ように，雨量の規模や橋の倒壊のような潜在的危険

などを示し，学習に利用する． 
 

  

(a) 画像選択例 (b) 表示切り替え例 

図1 システム画面 
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図2 注目ポイントの解説例 
 
3. 検証実験 
提案システムがフィールドワーク学習に用いるこ

とができるか広島市内の 5箇所で試用してもらった．

男子大学生 2名に，本システムを使用してもらい，

事前と事後のアンケートの結果などから考察した．

表 1 にアンケート結果を示す．また，実験にあたり，

5 箇所で学習した被験者ごとの学習時間を図 3 に示

す． 
 

表1 事前と事後アンケート結果の一部 

 問 被験者A 被験者B 

事前 
Q3 4 5 

Q4 3 5 

事後 
Q5 5 5 

Q6 5 5 
 

 
図 3 被験者ごとの現地での学習時間 

 
表 1 において，事前アンケートの Q3,4 と事後アン

ケートの Q5,6 は 5段階評価(1~5)の同じ質問(災害警

報を聞いたとき関心はありますか，災害警報がなる

場合どの程度の被害を想像しますか)である．被験者

A のように，評価値が学習前後で増加しており，シ

ステム使用後は関心が高まったことがわかる．また，

事後アンケートの Q4(災害を以前より身近に感じま

したか)の回答は被験者どちらとも 5 段階評価(1~5)
の 4 であり、提案システムが災害をより身近に感じ

させる可能性が残されたことがわかった． 
また，図 3 より，5 箇所で行った学習は長いとこ

ろで約 2 分半，短いところで 40秒程度であることが

わかる．個人差はあるが，特に長かった場所として，

場所 1，2，4 が挙げられる．被験者 B が場所１や場

所 2 で学習時間が長くなったのは，学習者も初めて

システムを使用したタイミングであったことからシ

ステムに慣れるまでの時間がかかったと考えられる．

場所 4 においては，被験者 A が特に学習時間が長く

なっている．これに関して，被験者 A に理由を尋ね

たところ，「場所 4 は，それまでに回った場所 1~3
に比べ被災画像と現地の状況が違いすぎたから」，

「下に水が溜まる危険性など，色々なものをよりリ

アルに見るために重なるように動き回ったから」な

どの回答が得られ，被験者 A が少なくとも場所 4 に

おいては，主体的な学習を行なっていたことが確認

できた．したがって，河川敷（写真 1）や山（写真 3）
などが写真より現地に行くことで規模感などを感じ

やすく反応が良いと考えていたが，写真 4 のような

建物による死角や傾斜による色んな危険性が考えら

れるような場所の方が，比較対象として学習者に対

しても刺激があると考えられる． 
 
4. おわりに 
本研究では，広島豪雨の被災状況を現地で体験で

きるシステムを開発した．検証実験の事後アンケー

トの結果から，提案システムを用いての画像比較の

評価は高く，現地に赴いての画像比較は「一番わか

りやすい比較方法だと思った」という肯定的な意見

も確認できた．また，システムの機能検証と事前・

事後アンケートの結果，システムを用いた学習を主

体的に行えていたことや，災害をより身近に感じさ

せる可能性が残されたことが確認できた．  
一方で，比較に対して「写真を重ねるのが少し難

しかった」など，比較方法の改善についての意見が

あった．検証実験で赴いた被災地では，規模が大き

く，遠くから撮った画像も使用した．そのため，比

較対象と距離がある場所もあり，距離感が画像とは

異なり，比較が難しくなった．したがって，比較方

法の改善が必要である．また，「写真 5枚の位置の位

置関係などが分かればもっと発展的な学習ができる

と思った」という意見もあった．今回のシステムで

用いている画像 5枚は，実験の都合上，周りやすく

するために広島市安佐南区緑井，八木を中心に選定

したが，位置関係を考慮した上で，巡る順番などか

ら学習にストーリー性を持たせるなどして発展的な

学習を行えるように再度検討していく必要がある． 
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